








溶連菌感染は、糸球体腎炎の発症に重要な役割を果たしている。我々は、溶連菌壁抗原に

対する免疫応答性を解析し、すでに、HLA-DQ が低応答性を規定している可能性を示した。

本年度は、DQ 拘束性 CD4+T 細胞により誘導された CD8+T 細胞が、抗原非特異的に CD4+T 細

胞の増殖を抑制し、また、自己の単核球に対しクラスⅠ拘束性の細胞傷害活性を示すこと

を明らかにした。これが、DQ による免疫抑制の機序の一つと考えられる。 


